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研究会報告
2. 分子動力学法によるクラスターイオンの衝突シミュレーション
分子動力学法 (MD法)を用いて Arクラスターイオンビームを Si(100)基板
に照射 した際の衝突過程について検討した｡分子動力学法は実験するのが困難
な高い時間 ･空間分解能を持っているため､クラスター衝突のダイナ ミクスを





































































ラスターが崩壊 してしまう ｡ また､クラス
ター構成原子一個の持っているエネルギー
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図3 クラスター固体-の進入深さと
のエネルギーロスの関係
｢原子核とマイクロクラスターの類似性と異質性｣
を 10eV/atomと固定してサイズを変えた計算結果からは､サイズが大きくなるに従
って深く進入していく様子が見られ､クラスターの速度よりもクラスター全体の持
つ運動エネルギーが進入深さを決定していることが明らかになった｡
クラスターの固体-の進入に従ってクラスターがどのようにエネルギーを失った
かを調べた｡図2の計算で用いた条件､すなわちクラスター全体の運動エネルギー
を同じにしてクラスターサイズを変えたときのエネルギーロスを図3に示す｡クラ
スターサイズが変化 しても固体中でのエネルギーロスの様子はほぼ同じであり､ク
ラスターがあたかも一個の粒子のように振る舞っていることが分かる｡これは､固
体表面に衝突したときに､クラスター原子はターゲット原子だけでなくクラスター
原子同士の衝突も起ることにより､クラスター全体では大きくエネルギーを失 うこ
となくの固体に進入していくためと考えられる｡
このように､クラスターの衝突によるクラスターの固体中-の進入や崩壊は､クラ
スターの持つ運動エネルギーによって大きく支配されており､クラスター衝突の持
つ多体効果が顕著に現れてくる｡
3. まとめ
クラスターの困体表面での衝突においては､衝突によってクラスターが崩壊する
ことなくクラスターとしての形を維持しながら田体中に進入 していく｡また､その
ときの進入深さはクラスターのサイズあまり依存しておらずクラスター全体の持つ
運動エネルギーによって決まるということが明らかになり､あたかもクラスターが
一個の粒子のように固体に進入していく｡
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